
　パネル展と併せて開催されるミニ講座で
は、幅広い年齢層の方々に近代化産業遺産
群を身近に感じてもらえるように、堅苦しさ

を感じさせないトーク
ショー形式で実施して
います。

　
19
世
紀
後
半
、産
業
革
命
に
成
功
し
た
イ
ギ

リ
ス
な
ど
の
西
欧
諸
国
は
、市
場
拡
大
と
原
料

の
輸
入
を
目
的
に
ア
ジ
ア
へ
の
進
出
を
拡
大
し

て
い
ま
し
た
。ア
ヘ
ン
戦
争
で
、ア
ジ
ア
最
大
の

国
家
と
さ
れ
て
い
た
中
国（
清
）が
イ
ギ
リ
ス

に
敗
れ
た
こ
と
か
ら
、琉
球
を
統
治
下
に
置
く

薩
摩
藩
や
長
崎
警
備
を
担
っ
て
い
た
佐
賀
藩

な
ど
は
西
欧
列
強
の
進
出
を
強
く
警
戒
し
、軍

備
の
近
代
化
を
図
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。こ

れ
が
日
本
の
近
代
化
・
工
業
化
の
第
一
歩
で
し

た
。た
だ
、当
時
は
鎖
国
体
制
下
で
あ
っ
た
た

め
、西
欧
で
出
版
さ
れ
た
専
門
書
か
ら
得
た
知

識
を
日
本
の
技
術
と
融
合
さ
せ
て
造
り
上
げ

て
い
く
と
い
う
手
法
が
取
ら
れ
ま
し
た
。こ
れ

は
、他
国
に
例
を
み
な
い
日
本
独
特
の
手
法

で
、西
洋
技
術
を
日
本
の
技
術
に
置
き
換
え
て

発
展
さ
せ
て
い
っ
た
こ
と
は
日
本
の
近
代
化

の
中
で
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
佐
賀
藩
に
続
き
反
射
炉
を
完
成
さ
せ
た
薩

摩
藩
は
、幕
府
や
他
藩
の
近
代
化
が
軍
事
関
係

の
も
の
ば
か
り
で
民
需
産
業
や
社
会
基
盤
の

整
備
が
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の

に
対
し
、紡
績
や
出
版
・
食
品
と
い
っ
た
民
需

産
業
の
育
成
、教
育
水
準
の
向
上
や
社
会
基
盤

の
整
備
と
い
っ
た
分
野
ま
で
踏
み
込
ん
だ
近

代
化
・
工
業
化
を
進
め
ま
し
た
。

　
薩
英
戦
争
後
は
、西
洋
の
進
ん
だ
技
術
や
機

械
が
持
ち
込
ま
れ
、そ
れ
ま
で
独
自
に
築
き
上

げ
て
き
た
技
術
と
外
国
の
最
先
端
技
術
が
融

合
さ
れ
た
こ
と
で
日
本
の
先
端
を
行
く
事
業

が
展
開
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。こ
こ
で
培
わ
れ

た
技
術
は
、そ
の
後
、日
本
全
国
に
広
が
っ
て

い
き
ま
し
た
。

　
西
南
戦
争
の
際
に
集
成
館
な
ど
多
く
の
工

場
な
ど
が
焼
失
し
ま
し
た
が
、九
州
・
山
口
の

近
代
化
産
業
遺
産
群
は
、世
界
的
な
動
き
の
中

で
連
動
す
る
他
に
は
な
い
歴
史
や
文
化
を
持
っ

て
い
ま
す
。明
治
維
新
で
活
躍
し
た
鹿
児
島
出

身
者
が
偉
業
を
成
し
遂
げ
た
こ
と
は
紛
れ
も

な
い
事
実
で
す
が
、そ
れ
に
は
鹿
児
島
の
歴
史

や
文
化
と
い
う
土
台
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
だ
と

思
い
ま
す
。他
に
は
類
を
見
な
い
歴
史
を
持
つ

遺
産
群
を
少
し
で
も
多
く
の
方
々
に
知
っ
て
も

ら
う
と
と
も
に
、遺
産
を
活
用
し
た
街
づ
く
り

が
進
ん
で
い
く
こ
と
も
世
界
遺
産
登
録
を
目

指
す
目
的
の
一
つ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

鹿
児
島
の
近
代
化
産
業
遺
産
の
価
値
に
つ
い
て

尚
古
集
成
館
　副
館
長
　松
尾
　千
歳 

さ
ん

ま
つ   

お
　
　
　  ち    

と
し

「16世紀にヨーロッパの地図に初め
て記載された日本の地名が鹿児島と
言われています。それほど、当時の鹿
児島は注目を浴びていたんですね」
と話す松尾さん。

▲関係の県・市で構成する
「九州・山口の近代化産業遺
産群」世界遺産登録推進協議
会では、昨年7月に英国の
「コーンウォールと西デボンの
鉱山景観」など世界遺産3カ所
の視察を行い遺産を活かした
街づくりなどを学びました。

世界遺産登録までの手続き
九州・山口の近代化産業遺産群が世界遺産に登録
されるためには以下の手続きが必要です。

「
暫
定
一
覧
表
」を
作
成
し
ユ
ネ
ス
コ
へ
提
出

○
我
が
国
を
代
表
し
、「
顕
著
な
普
遍
的
価
値
」を
有
す
る
資
産

○
ユ
ネ
ス
コ
の
登
録
方
針
に
適
合
す
る
資
産

推
薦
準
備（
現
段
階
）

■「
顕
著
な
普
遍
的
価
値
」の
証
明

　
○「
世
界
遺
産
条
約
履
行
の
た
め
の
作
業
指
針
」の
登
録
基
準
へ
の
適
合

　○
資
産
の
真
実
性
の
証
明（
意
匠
、材
料
、技
術
、環
境
が
オ
リ
ジ
ナ
ル

な
状
態
を
保
っ
て
い
る
こ
と
）お
よ
び
完
全
性
の
証
明

■
国
内
に
お
け
る
万
全
の
保
護
措
置

　
○
世
界
遺
産
構
成
資
産
の
文
化
財
保
護
法
に
よ
る
指
定
な
ど

　○
緩
衝
地
帯（
資
産
を
重
層
的
に
保
護
す
る
た
め
に
利
用
を
制
限
す
る

地
域
）の
設
定

　○
保
存
管
理
計
画
の
策
定

　な
ど

12

推
薦
書
作
成

3

推
薦
の
決
定（
日
本
国
政
府
）

○
世
界
遺
産
条
約
関
係
省
庁
連
絡
会
議

4

推
薦
書
を
ユ
ネ
ス
コ
へ
提
出

5

国
際
記
念
物
遺
跡
会
議（
I
C
O
M
O
S
）で
審
査

6

ユ
ネ
ス
コ
で
審
査・登
録
の
可
否
を
決
定

7

近代化産業遺産普及啓発・地域づくり事業を行っています
世界遺産登録に向けた取り組みを知っていただくとともに、登録に向けた気運醸成や

まちづくりにつながる取り組みを促進するための普及活動をNPO法人との共生協働事業などで行っています。

　地元の方々をはじめ、鹿児島を訪れる方々
に近代化産業遺産群について的確な案内がで
きる人物の育成を目的にした育成講座です。
※今年度の講座は終了しています。

語り部(コンシェルジュ)の育成

　九州・山口の近代化産業遺産群の世界遺産
登録に向けた取り組みや、県内の遺産につい
て紹介したパネル展。これまで近代化産業遺
産や歴史に興味のなかった方々にも見ていた
だけるように鹿児島市内の商業施設などで開
催しています。

近代化産業遺産パネル展

　県内の関連資産を中心に紹介する観光
マップ「地図で見る鹿児島からはじまる近代
化遺産ものがたり」を作成しました。
　マップを手がかりに、磯周辺のまち歩き
やちょっと知
的なドライブ
を楽しんでみ
てはいかがで
しょうか。

パンフレットの作成

▲西川さゆりさん（平成23年11月9日開催の「炭鉱文学と近代化遺産」受講者）
　近代化を成し遂げる中で、労働者たちの文学資料に目を向けた講座は面白
かったですね。日本の近代化が戦争によって発達してきたという歴史の中で、文
学にも力を注いでいたという当時の人々のたくましさを感じました。

ミニ講座

　近代化産業遺
産に関する知識
の普及を目的に、
一般の方々や、児
童・生徒などを対
象とした出張講演
を行っています。
　一般の県民の方々や児童・生徒向けに親しみやす
く、わかりやすい内容とするなど、それぞれのニーズ
や要請に応じた内容で実施しています。

出張講演

●今後の開催スケジュール／場所 マルヤガーデンズ　　 ※パンフレットやパネル展などに関しては下記までお問い合わせください。

1月9日（月）～22日（日）パネル展

1月 9日（月）：午後2時～午後4時
1月14日（土）：午後6時～午後7時30分

ミニ講座

【問い合わせ先】

県庁世界文化遺産課　4099(286)2364

そ
の
ほ
か
の
県
内
の
近
代
化
遺
産

■
旧
曽
木
発
電
所
本
館 （
伊
佐
市
）

　
1
9
0
9（
明
治
42
）年
、曽
木
の

滝
下
流
1
・
5
㎞
に
建
設
さ
れ
た
発

電
所
跡
。当
時
、国
内
最
大
級
の
発
電

力
を
誇
り
、そ
の
電
力
は
牛
尾
金
山

の
動
力
源
と
な
り
、ま
た
近
郊
町
村

に
も
供
給
さ
れ
て
い
ま
し
た
。昭
和

40
年
に
鶴
田
ダ
ム
の
完
成
と
と
も
に

湖
底
に
沈
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た

が
、5
〜
9
月
頃
に
な
る
と
水
位
の

低
下
に
よ
り
そ
の
姿
を
現
し
ま
す
。

■
J
R
肥
薩
線
嘉
例
川
駅
、大
隅
横
川
駅
駅
舎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
霧
島
市
隼
人
町
・
横
川
町
）

　
昭
和
2
年
に
現
在
の
鹿
児
島
本
線
が
開
通
す
る
ま
で
は
、現

在
の
肥
薩
線
が
鹿
児
島
本
線
で
し
た
。肥
薩
線
沿
い
に
は
、今
で

も
古
い
駅
舎
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。県
内
で
は
嘉
例
川
駅
と
大
隅

横
川
駅
が
最
も
古
い
木
造
平
屋
建
の
駅
舎
で
、1
9
0
3（
明
治

36
）年
の
開
業
当
時
の
様
子
を
よ
く
伝
え
て
い
ま
す
。

■
根
占
砲
台
跡 （
南
大
隅
町
根
占
）

　
1
8
6
3（
文
久
2
）年
に
築
か
れ

た
砲
台
跡
。60
m
に
わ
た
っ
て
続
く

高
さ
3
m
の
御
影
石
の
石
垣
に
は
、

大
砲
を
据
え
る
場
所
が
凹
型
に
施
さ

れ
て
い
ま
す
。薩
英
戦
争
の
際
、発
射

す
る
機
会
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、錦
江
湾
沿
岸
に
数
十
の
台
場
が

構
築
さ
れ
た
な
か
で
唯
一
原
形
を
と

ど
め
て
い
ま
す
。

大隅横川駅

嘉例川駅

ね 

じ
め
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国
内
に
お
け
る
万
全
の
保
護
措
置

　
○
世
界
遺
産
構
成
資
産
の
文
化
財
保
護
法
に
よ
る
指
定
な
ど

　○
緩
衝
地
帯（
資
産
を
重
層
的
に
保
護
す
る
た
め
に
利
用
を
制
限
す
る

地
域
）の
設
定

　○
保
存
管
理
計
画
の
策
定

　な
ど
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推
薦
書
作
成

3

推
薦
の
決
定（
日
本
国
政
府
）

○
世
界
遺
産
条
約
関
係
省
庁
連
絡
会
議

4

推
薦
書
を
ユ
ネ
ス
コ
へ
提
出

5

国
際
記
念
物
遺
跡
会
議（
I
C
O
M
O
S
）で
審
査

6

ユ
ネ
ス
コ
で
審
査・登
録
の
可
否
を
決
定

7

近代化産業遺産普及啓発・地域づくり事業を行っています
世界遺産登録に向けた取り組みを知っていただくとともに、登録に向けた気運醸成や

まちづくりにつながる取り組みを促進するための普及活動をNPO法人との共生協働事業などで行っています。

　地元の方々をはじめ、鹿児島を訪れる方々
に近代化産業遺産群について的確な案内がで
きる人物の育成を目的にした育成講座です。
※今年度の講座は終了しています。

語り部(コンシェルジュ)の育成

　九州・山口の近代化産業遺産群の世界遺産
登録に向けた取り組みや、県内の遺産につい
て紹介したパネル展。これまで近代化産業遺
産や歴史に興味のなかった方々にも見ていた
だけるように鹿児島市内の商業施設などで開
催しています。

近代化産業遺産パネル展

　県内の関連資産を中心に紹介する観光
マップ「地図で見る鹿児島からはじまる近代
化遺産ものがたり」を作成しました。
　マップを手がかりに、磯周辺のまち歩き
やちょっと知
的なドライブ
を楽しんでみ
てはいかがで
しょうか。

パンフレットの作成

▲西川さゆりさん（平成23年11月9日開催の「炭鉱文学と近代化遺産」受講者）
　近代化を成し遂げる中で、労働者たちの文学資料に目を向けた講座は面白
かったですね。日本の近代化が戦争によって発達してきたという歴史の中で、文
学にも力を注いでいたという当時の人々のたくましさを感じました。

ミニ講座

　近代化産業遺
産に関する知識
の普及を目的に、
一般の方々や、児
童・生徒などを対
象とした出張講演
を行っています。
　一般の県民の方々や児童・生徒向けに親しみやす
く、わかりやすい内容とするなど、それぞれのニーズ
や要請に応じた内容で実施しています。

出張講演

●今後の開催スケジュール／場所 マルヤガーデンズ　　 ※パンフレットやパネル展などに関しては下記までお問い合わせください。

1月9日（月）～22日（日）パネル展

1月 9日（月）：午後2時～午後4時
1月14日（土）：午後6時～午後7時30分

ミニ講座

【問い合わせ先】

県庁世界文化遺産課　4099(286)2364

そ
の
ほ
か
の
県
内
の
近
代
化
遺
産

■
旧
曽
木
発
電
所
本
館 （
伊
佐
市
）

　
1
9
0
9（
明
治
42
）年
、曽
木
の

滝
下
流
1
・
5
㎞
に
建
設
さ
れ
た
発

電
所
跡
。当
時
、国
内
最
大
級
の
発
電

力
を
誇
り
、そ
の
電
力
は
牛
尾
金
山

の
動
力
源
と
な
り
、ま
た
近
郊
町
村

に
も
供
給
さ
れ
て
い
ま
し
た
。昭
和

40
年
に
鶴
田
ダ
ム
の
完
成
と
と
も
に

湖
底
に
沈
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た

が
、5
〜
9
月
頃
に
な
る
と
水
位
の

低
下
に
よ
り
そ
の
姿
を
現
し
ま
す
。

■
J
R
肥
薩
線
嘉
例
川
駅
、大
隅
横
川
駅
駅
舎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
霧
島
市
隼
人
町
・
横
川
町
）

　
昭
和
2
年
に
現
在
の
鹿
児
島
本
線
が
開
通
す
る
ま
で
は
、現

在
の
肥
薩
線
が
鹿
児
島
本
線
で
し
た
。肥
薩
線
沿
い
に
は
、今
で

も
古
い
駅
舎
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。県
内
で
は
嘉
例
川
駅
と
大
隅

横
川
駅
が
最
も
古
い
木
造
平
屋
建
の
駅
舎
で
、1
9
0
3（
明
治

36
）年
の
開
業
当
時
の
様
子
を
よ
く
伝
え
て
い
ま
す
。

■
根
占
砲
台
跡 （
南
大
隅
町
根
占
）

　
1
8
6
3（
文
久
2
）年
に
築
か
れ

た
砲
台
跡
。60
m
に
わ
た
っ
て
続
く

高
さ
3
m
の
御
影
石
の
石
垣
に
は
、

大
砲
を
据
え
る
場
所
が
凹
型
に
施
さ

れ
て
い
ま
す
。薩
英
戦
争
の
際
、発
射

す
る
機
会
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、錦
江
湾
沿
岸
に
数
十
の
台
場
が

構
築
さ
れ
た
な
か
で
唯
一
原
形
を
と

ど
め
て
い
ま
す
。

大隅横川駅

嘉例川駅

ね 

じ
め
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